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ゆく踰 → バリアフリー

くる醸 ← ユ ニ バーサルデザイン

　原稿を依頼される少し前 に、あるビンネス ホテル チェ
ー

ンに おける法規違反が 明 るみ に 出

　た 。 最初の 報道で は条例違反だ っ たが、 実はハ
ー
トビル 法 と建築基準法 との 双方 に違反

　 して い た 。
ハ ートヒル 法（高齢9 身体障害者等が円滑に利用て きる特定建築物の 建築の 促 進に関する法律）

違反とい う指摘 に対する ホテル 側の 釈明、障害者用客室は年 に 1回か 2 回使 われ るだ け、

　あとはい つ 来るかわからない 客 に備えて 空けて おく専用室なの て 、 あまりにも効率が喜 い

　 （したが っ て 法規の 要求はある意眛て現実鰍 しして い る）、とい う言い 方が問題の 本質を示して い る。
つ

　まり、や らなけれ は ならない の は 特殊解なの か
一
般解 なの か、とい うことた 。

　筆者 は 1997 年秋に、建築研究所 ニ ュ
ース レター『えびすとら』18号「ハ リアフ リ

ーか らユ ニ

　ハ ーサル デ ザイン へ 」を執筆し、急速な高齢化か待 っ たなしの 見直しを迫っ て い る、と述へ

　 た 。 影響 がより深刻 になっ て い るにもか か わらず バ リアフ リ
ー
か依然 として 身体障害者に

　限定され、特殊解 て あることに対 して、すへ ての 利用者に とっ て使 い やすい 建築物の ある

　へ き姿を、ユ ニ ハ ーサル デザ イン とい う言 葉て 示したの で ある。10年近く経っ て もまだ 問題

　 か正 確 に理解 されてい ない な、とい うの が率直な感想で ある。

　 ハ リア フリーは、身体障害者の 利用を阻んでい る物理的なバ リアを取り除こうとした。 しか

　し、多くの 国て この要件を建築許可 にあた っ て義務づ けたの は米国で ADA （Amertcans

wlth 　D ・sabilities 　Act）が 成立 した 以降、1990年代の 半ば近くてあり、わか 国はそ の 時 占

て 努力 義務 て、誘導策 もヒジネス にとっ て魅力的 て はなか っ た。

た また まビシネス て も効果か あっ た の は住宅て、それ は住宅金融公庫か 金利優遇や 割り増

し融資を省エ ネルギーと長寿社会対応にシフ トさせ た か らで ある。人は誰で も歳をとり、ほ

とんとは その まま自宅 に住み続けなけれ は ならない か ら、長寿社会対応て ない と困 る。高

齢対応ハ リア フリ
ー3 占 セ ノトか 実はユ ニ ハ ーサル デ ザイン である。

建築 都市 は利用 者で あ る身体障害者を差 別 し排 除 して はな らない とい うの が ハ リアフ リ

ー
の 論理 で ある、しか し、来 るへ き超高齢社会で は、自らを身体障害者 とは認 め ない が、

立 派にその 仲間、とい う高齢 音の 数か桁違い に増える。彼らも正当な利用者たと考えると、

ハ リアフ リ
ー

で は なくユ ニ ハ
ーサル デサイン の 理 念 に基 づ くしか な く、そうで なけれ ば 利用

者か減 っ て い くの みで ある。

こう言うと、わ が 国 の ハ リア フ リーは すへ て の 利用者を対象として きたと反論が 出る。し

か し、ユ ニ バ ー
サル デザイン は 「能力 の い か ん に か か わ らず」て あるの に対 して、ハ リア

フ リ
ー

で は 「障害」があっ て も排除されて はならない 、 とい う人権 か 出発 潟で、世の なか で
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